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o 民主主磯に徹して生活を合理化して近代的な町にいたしま Lょう。
O 健康で勤労に~げむ明るい町にいた L ましょう 。。筏離をみが急進鎌田開発に努め畳かな町にいたしましょう。
O 鞍壷をたかめ楽し〈生活できる平和な町にいたしましょう。
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今
金
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
う
選
挙
立
候
補
届
出

が
7
月
2
目
、
役
場
庁
舎
で
行
わ

れ
8
日
に
は
、
公
選
で
決
ま

っ
た

新
し
い
民
業
委
只
に
当
選
証
岱
が

選
挙
管
迎
委
員
会
か
ら
交
付
さ
れ

ま
し
た
農
業
委
員
は
、
公
選
に
よ
る
委

只

m名
と
町
議
会

・州
肱
業
関
係
団

体
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た

5
名
町
合

計
四
名
で
、
委
只
会
が
運
営
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
推
せ
ん
者
に
は
選

任
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

州民
業
委
員
は
、
適
性
か
つ
厳
正

な
燥
地
行
政
の
執
行
、
良
地
の
利

用
関
係
の
斡
旋
及
ぴ
争
殺
の
防
止
、

交
換
分
合
の
斡
焼
、
構
造
政
策
の

推
進
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
明
る

く
、
農
地
法
に
基
づ
く
公
正
な
審

査
を
行
い
、

「
優
良
民
地
を
守
る
」

燐
業
者
の
代
表
と
し
、
地
域
に
生

か
さ
れ
た
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

内刷
業
州
国
村
は
、
ガ

y
ト
内
同
業

合
意
向
実
施
の
伴
う
急
速
な
国
際

化
へ
の
対
応
、
農
業
の
担
い
手
育

成
と
確
保
、
新
食
秘
法
的
施
行
等

多
く
の
課
題
が
山
積
み
さ
れ
、
利

採
代
表
機
関
と
し
て
終
業
者
か
ら

は
、
幻
世
紀
に
向
け
た
取
り
組
み

と
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

町
長
が
招
集
す
る
初
総

会
が

7
月
勾
日
開
催
さ
れ
、
会
長
・

会
長
代
理
が
選
出
さ
れ
、
議
席
順

が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、

• • 

国
民
健
康
保
険
税
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

意

-

• 、
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方
通
行
』

この区間

一方通待

至今金
R 230 

美
利
河
地
区
の
町
道
美
利
河
ス
キ
ー
場
搬
の
一
部
が

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
に
向
か
い
交
差
点
か
ら
「
一
方
通

行
」
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
で
の
一
方
通
行
は
初
め
て
で
す
の
で
、
ク
ア
プ
瑚

ラ
ザ
ピ
リ
カ
に
お
寄
り
の
際
は
十
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

話

L'-
z 
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敬
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光
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w
k
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内
切か。

長

会
長
代
理

委委委委委委委委委委委委委

日只

ti!J信孝繁
勝孝泉一夫

只員

湯安岸
元藤

員民只

山
本

l"t 
品

員

回

春
次

水

町

正

則

林

磯

次

郎

部

口

忠

克

上
国
立
三
兇

岡

本

義

厚

員員貝只只

被理険者均等l剖翻

町民をねらう

悪徳商法
あれこれ

世帯別平均 '~II顕

悪
徳
商
法
に
は
、
証
券
取
引
、

現
物
ま
が
い
、
原
野
、
か
た
り
商

法
な
ど
言
諜
巧
み
に
誘
わ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
催
眠
商
法
と
は
、
日

用
品
や
食
料
品
の
大
安
売
り
、
あ

る
い
は

O
O説
明
会
的
名
目
で
人

を
仙
端
的
、
無
料
配
布
や
早
い
者
勝

ち
の
格
安
版
売
と
い
っ
た
方
法
で

会
場
を
興
奮
状
態
に
お
と
し
い
れ
、

巧
み
な
話
術
で
高
級
な
羽
毛
布
団

や
磁
気
7

y

卜
レ
ス
な
ど
を
売
り

つ
け
る
商
法
で
す
。

こ
の
よ
う
な
商
法
で
購
入
し
た

場
合
、
返
避
で
き
る
ク

l
リ
ン
グ
・

第
何
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く
明
る
い
社
会
」

)
 
2
 
〔

桧
山
北
部
内
瀬
棚
区
保
髄
司
会

は
7
月
l
目、

H

社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
w

に
ち
な
み
役
場
前
で
、

法
務
大
臣
か
ら
の
メ

y
セ
イ
ジ
を

楽しい夏休み 家族の
ふれあいを/

村
本
町
長
に
手
渡
さ
れ
、
明
る
い

社
会
的
実
現
に
向
け
て
の
協
力
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
、
非

行
に
陥
っ
た
少
年
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
型
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
v

」
う
と
す
る
運
動
で
す
。

伝
達
後
、
北
部
4
町
の
巡
回
啓

発
パ
レ
ー
ド
を
寧
日
台
で
実
施
し

ま
し
た
。

舎
金
町
青
少
年
健
全
育
成
実
践
項
目

『
ふ
れ
あ
い
運
動
5
つ
の
実
践
』

。
声
を
か
け
て
あ
げ
よ
う

。
聞
い
て
あ
げ
よ
う

。
ほ
め
て
あ
げ
よ
う

。
教
え
て
あ
げ
よ
う

。
比
っ
て
あ
げ
よ
う

他
人
の
予
も
わ
ガ
予
と
同
じ
巴

愛

の

を

• • 
オ
7
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ク

リ

ン

グ

・
オ
フ
が
で
き

合。
る
期
間
訪
問
販
売
の
場
合

ク
1
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
る

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
が

6
月
定
例
町
談

会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
方
税
法
及
び
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改

表

正
に
よ
る
も
の
で
、
国
保
税
の
賦
諜
限
度
額
臼
万
円
は
据

司

、
ぇ
置
き
と
な
り
、
低
所
得
者
の

4
割
軽
減
が

5
割
軽
減
、

の

6
劉
軽
減
が

7
制
軽
減
と
改
正
に
な
り
、

5
割
軽
減
世
惜

酬

は
一
人
当
た
り
基
準
額
は

M
万
円
、

7
釧
軽
減
世
帯
は
お

鵬

万
円
に
な

っ
て
い
ま
す
a

健

低
所
得
者
層
の
増
加
な
ど
、
医
療
費
が
前
々
年
度
に
比

眠

べ
増
加
し
て
き
で
る
現
状
か
ら
、
財
政
関
盤
基
金
の
取

り
崩
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
見
込
み
、
被
保
険

者
の
担
税
能
力
を
考
慮
し
な
が
ら
、
今
後
円
税
の
平
準
化

に
向
け
て
税
率
を
下
記
の
と
お
り
改
正
し
ま
し
た
。

こ
と
を
詑
簡
で
知
ら
さ
れ
た
日
か

ら
8
日
間

〈
〉
マ
ル
チ
商
法
の
場
合

契
約
締
結
後
に
交
付
さ
れ
る
啓

商
を
も
ら

っ
た
日
か
ら

M
日
間

。
現
物
ま
が
い
商
法
的
場
合

契
約
後
に
業
者
が
也
市
を
渡
し

て
か
ら
H
日
間

な
お
、
海
外
先
物
取
引
の
場
合

は
、
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら

U

目
を
経
過
し
た
日
以
後
で
主
け
れ

ば
、
お
客
か
ら
注
文
を
受
け
て
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
を

一
般
的
に
ク

l
リ

ン
グ

・
オ
フ
期
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。
契
約
書
類
等
に

7
1
リ
ン
グ
・

オ
フ
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
け
れ

ば

ク

リ

ン

グ

オ

7
期
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

い
つ
で
も
無
条
件
で

解
約
で
き
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
7
が
で
き

台

主
い
場
合

、W
m 

ク

リ

ン

グ

オ

フ

則

問

が

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合

声

高

健
康
食
品
や
化
粧
品
な
ど
の

消
耗
品
を
使
用
し
た
り
、

一
部

を
消
費
し
た
場
合

購
入
者
が
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を

呼
び
寄
せ
た
場
合

3
0
0
0
同
未
満
の
商
品
を

認を京

受
け
取
り
‘
同
時
に
代
金
を
全

額
払
っ
た
場
合

町
民
通
信
販
売
で
購
入
し
た
場
合

摂
乗
用
車
を
購
入
し
た
場
合

ク
l
リ
ン
ク

・
オ
フ
を
す
る
と

さ
こ
ち
ら
側
の
証
拠
が
残
る
よ
う

に
、
郵
便
局
の
窓
口
な
ど
で
内
容

証
明
郵
便
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

内
谷
証
明
郵
便
で
な
く
て
も
、

手
紙
や
は
が
き
を
位
協
、
簡
易
合

留
、
配
達
続
明
な
ど
の
方
法
で
出

す
こ
と
も
統
拠
を
残
す
事
」
と
に
も

な
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、
こ
ち
ら

の
文
面
を
コ
ピ
ー
し
て
保
存
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

屯
話
で
の
解
約
通
知
は
証
拠
が

残
り
ま
せ
ん
か
ら
避
け
て
下
さ
い
。

7
l
リ
ン
グ

・
オ
フ
は
期
間
内

に
通
知
を
発
信
す
れ
ば
よ
く
販
売

業
者
に
届
く
の
が
期
間
経
過
後
に

な
っ
て
も
差
し
支
、
え
あ
り
ま
せ
ん
。

町
民
の
皆
さ
ん
十
分
気
を
つ
け

ま
し
ょ
、
ヮ
。

〕3
 
〔



舎
金
町
国
際
支
流
会
議

l
事
業
決
定
す
る

ス
ポ

l
y
少
年
団
本
部
な
ど
関
係
機
関

が
参
集
し

7
月
日
目
、
学
習
セ
ン
タ
ー
で

第
2
回
国
際
交
流
会
識
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
各
種
団

体

・
機
関
が
海
外
派
遣
事
業
や
受
け
入
れ

卒
業
を
通
し
て
ホ

l
ム
ス
テ
ィ
や
各
種
研

修
会
の
機
会
を
他
国
の
典
文
化
に
触
れ
る

こ
と
で
、
国
際
理
解
や
日
本
や
今
金
を
見

つ
め
m
H
少
年
の
健
全
育
成
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
各
傾
国
際
交
流
事
業
を
行

っ
て

き
ま
し
た
。

今
年
度
受
け
入
れ
事
業
と
し
て

「
ペ
ガ

サ
ス
の
拠
第

3
回
受
け
入
れ
事
業
」
、
「
日

中
背
少
年
交
流
協
会
受
け
入
れ
事
業
」
、

「
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
受
け
入
れ

卒
業
」
、

「第
時
国
国
際
交
流
の
つ
ど
い
」

と
4
つ
の
卒
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
こ
の
機
会
に
国
際
交
流
に
関
す
る
団

体

・
機
関
が
共
過
程
解
の
も
と
今
後
の
国

際
交
流
を
進
め
る
こ
と
を
雌
認
し
事
業
を

決
定
し
ま
し
た
。

ン
プ
ル
を
参
加
者
自
ら
簡
単
な
水

質
検
査
、
水
素
イ
オ
ン
濃
度
な
ど

調
査
を
行
い
探
検
し
ま
し
た
。

~ 

‘ー
後
志
利
別
川
消
流
保
秘
的
会
の

呼
び
か
け
で
各
団
体
が

7
月

6
目、

健
民
グ
ラ
ン
ド
に
集
ま
り、

河
川

の
清
掃
と
水
質
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

川探検隊出動

利s!I'"をされし

清
流

こ
の
日
集
ま
っ
た
の
は
、

保
銭
円
会
を
は
じ
め
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
術
生
委
只
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
関

係
団
体
な
ど

2
5
0
名
が
軍
手
と

長
靴
で
集
ま
り
今
金
水
門
か
ら
住

吉
頭
首
工
附
を
消
抑
し
、
開
発
建

設
部
今
金
河
川
事
業
所
の
車
庫
で
、

利
別
川
の
各
地
区
で
採
取
し
た
サ

安
全
運
転
を

お
願
い
し
ま
す

(美
利
河
小
、
花

石
小
‘
中
里
小
、
盟
国
小
)
で
は
、

凶
つ
楽
学
校

夏
の
交
通
安
全
運
動
に
あ
わ
せ

7

月
日
目、

児
童
m
U

名
が
花
石
特
産

品
セ
ン
タ
ー
前
で
街
頭
啓
発
を
実

施
し
ま
し
た
。

児
童
の
手
作
り
の
マ
ス
コ

y
卜

や
交
通
安
全
の
メ

y
セ
l
ジ
な
ど

を
国
道

2
3
0
号
線
を
行
き
交
う

大
き
な
戸
で

J
〈

車
に
配
付
し
、

ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
気
を
つ
け

て
、
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
仰

と
ド
ラ
イ
バ
ー
に
訴
え
ま
し
た
。

今
金
中
学
校

交
通
安
全
は
児
童
み
ん
な
の
願

交
通
安
全

い
で
す
。

集

会

• • 
今
金
中
学
校

(大

畑
阿
国

一
校
長
)
で
は

6
月
M
目
、
生
徒

(
2

8
5
名
)
肉
交
通
安

全
全
校
集
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

講
話
で
は
、
北
檎

山
警
察
署
の
湯
浅
地

域
交
通
課
長
さ
ん
か

ら
危
険
予
測
で
は
「
か

一
も
し
れ
な
い

¥
草
が

止
ま

っ
て
く
れ
る
か

一も
し
れ
な
い
で
は
な

く
、
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
と
間
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
前
で

ト
ラ
y
ク
の
左
折
に

よ
る

自
転
車
の
巻

き
込
み
実
験
が
行
わ

れ
、
車
内
後
輪
が
迫

っ
て
き
、
自
転
車
は
ペ
し
ゃ
ん
こ
に
な
り
、
巻
き
込

み
事
故
の
恐
ろ
し
き
を
見
学
し
ま
し
た
。

中
学
校
で
は
、

今
年
も
生
徒
の
交
通
安
全
の
撚
諮

を
生
徒
指
導
部
と

P
T
A
で
民
協
ス
タ
ン
ド
の
交
差

山
…
主
ど
町
内

5
ヵ
所
に
石
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

歩
行
者
の
皆
さ
ん
、

信
号
機
の
な
い
交
差
点
で
は
、

が
止
ま

っ
て
か
ら
波
り
ま
し
ょ
う。

山
中
が
止
ま

っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
で
な
く
、

.，.". 
司

神丘に現存しマ

111 

総合福祉施設「としベつ」は年金

積立還元融資を受けています

司匝

華麗なダンスを

披露 鮮
出
向
川
町
古川
崎
市
町
奉
仕
団
体

「犯
容
会
」
町

一
行
口
名
は

6
月

羽
田
、

神
丘
の
湯
元
前
勝
さ
ん
を

訪
れ
ま
し
た
。

湯
元
さ
ん
の
庭
に
植
、
え
ら
れ
て

い
る
ト
ド
マ
ツ
は
、
克
容
会
創
設

者
の
故
大
越
銭
吉
さ
ん
が
町
四
年
前

に
植
樹
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
記
念
樹
は
、
山
崎
繁
樹
さ

ん
毛
に
残
さ
れ
た
祖
父
故
山
崎
六

郎
右
衛
門
さ
ん
の
書
物
か
ら
当
時

の
こ
と
が
判
明
し
た
も
の
で
す
。

経
総
は
、
父
親
大
越
米
吉
さ
ん

が
北
関
東
で
経
営
し
て
い
た
悶
車

会
社
が
鉄
道
開
通
で
解
散
し
た
あ

と
、
部
下
だ

っ
た
山
崎
六
郎
右
術

門
さ
ん
ら

5
家
族
を
神
丘
に
送
り

込
ん
だ
。
だ
が
、
開
拓
の
苦
労
を

知
る
に
つ
け
当
時
げ
歳
だ
っ
た

一

人
息
子
の
銭
吉
さ
ん
に
入
植
を
命

じ
開
妬
に
結
闘
し
、
洗
礼
を
受
け

た
記
念
に
開
拓
地
に
植
樹
し
た
。

ま
た
、
徴
兵
検
査
で
高
崎
に
帰

っ
た
あ
と
児
童
擁
髄
施
設
の
巡
悩

な
ど
に
情
熱
を
注
ぎ

「党
谷
会
」

を
設
立
、
社
会
奉
仕
に

一
生
を
様

げ
、
現
在
の

「寛
容
会
」
は
そ
の

な
を
次
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
越
米
吉
さ
ん
は
家

(e • 
事l'属
丘敷
lj日を
拓処
に分
速し
くて
か入
ら組
熱者
芯:に
を送
注金
ぎす
まる
しな
たど

( 4 ) 

争ボニ
ー
ち
ゃ
ん
も

一
役

夏
の
交
通
安
全
運
動

北
怜
山
警
察
署
今
金
交
番

(西

一
泊
所

長
)
で
は

7
月
日
目
、
夏
の
交
通
安
全
運
動

初
日
に
、
寒

昇
工
藤
清
さ

ん
か
ら
借
り

保

健

医

療

・
一初
制
サ
ー
ビ
ス

総
合
福
祉
施
設

「
と
し
べ
つ
」

の
拠
点
と
し
て
平
成

9
年
4
月
にィカ

開
設
さ
れ
ま
す
。

こ
の
施
設
は
病
院
と
老
人
ホ

ム
の
中
間
施
設
で
家
庭
へ
の
復
帰
、

医
療
と
日
常
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

受
け
ら
れ
、

老
人
保
他
施
設
を
中

心
に

7
施
設
を
合
築
し
、

能
の

一
元
化
を
は
か
り
、
道
内
で

は
公
共
機
関
が
行
う
は
じ
め
て
の

施
設
で
す
。

施
設
機

:
外

E

u

-

-

r
、

H
M

五
百
柑
4
7
3
9
m

病
院
に
州
附
設
さ
れ
る
こ
の
施
設

工
賀
は

た
ポ
ニ

l
に

交
通
安
全
た

す
き
な
ど
か

け
今
金
小
学

校
入
り
口
で

街
頭
啓
発
を

行
い
ま
し
れ
J

」。

今
金
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

長
内
ヶ
均
利
之
さ
ん
)
で
は

6
月

お
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
が
行 会

わ
れ
ま
し
た
~
。

こ
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
で
は
、

会
裂
の

一
部
を
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
し
ま
し
た
。

泣
く
は
木
古
内
町
な
ど
近
隣
の

町
か
ら
町
山
名
余
り
が
参
加
し
、

バ
ン
ド
の
演
奏
で
タ
ン
ゴ
、

シ〆

Jレ生

パ
と
都
胞
な
ダ
ン
ス
を
披
践
し
て

い
ま
し
子
、

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、

全
日
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

阿
倍
3
8
0
万
円
で
老
人
保
健
施

設
及
び
訪
問
看
惣
ス
テ

l
y
ョ
ン

は
年
金
積
立
還
元
融
資
を
受
け
て

建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

，.・F軍ア戸?、
〕5
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第
狙
圃

今
金
町
民
体
育
祭

第
川
出
回
今
金
町
民
体
育
祭
が
体

育
協
会
、
自
治
会

・
町
内
会
連
合

会
の
共
催
で

7
月
U
目
、
今
金
小

学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

川
明
か
ら
好
天
に
恵
ま
れ
、
幻
チ

ム
が
参
加
し
、
新
企
画
的

「
今

金
一

帯
は
だ

l
れ
」
な
ど
、
国
間
四

目
に
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

参
加
者
全
只
が
応
扱
や
ハ

y

ス

ル
プ
レ
l
に
心
地
よ
い
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

• • 

町内・自治会別成績表

金原

中里

八束

神丘

高美町

南町

並田

本町

主主 昇

御影

段村

階町

東町

栄町

大和北

種 川

末広町

大和南

昭和町

商工団地

雨栄町

日の出町

{韮勝

準優勝

第 3位

第4位

第 5位

第6位

第 7位

第B位

第 9位

第 9位

第 1]位

第12位

第12位

第]4位

第15位

第 16位

第17位

第 18位

第 19位

第20位

第21位

第22位

宝くじ・コミュニティ助成事業

よさこいの半てん

地
域
住
民
の
活
動
を
推
進
す
る

た
め
、
制
自
治
総
合
セ
ン
タ
が

行
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
で
、
よ
さ
こ
い
ソ

l
ラ
ン
倶

楽
部
の
半
て
ん
を
揃
え
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
卒
業
は
、

宝
く
じ
の
収
議
金
を
地
域
に
辺
元

し
て
、

H

住
民
が
自
主
的
に
行
う

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
的
促
進
と
地

域
内
辿
怖
感
自
治
意
識
の
雌
り

上
げ
。
を
目
的
に
行
わ
れ
、
問
倶

楽
部
は
町
内
な
ど
の
各
航
行
事
に

参
加
し
隙
り
上
げ
て
い
ま
す
。

君主三日まききさきさまきを売さ吉

大きく育てふれあいの輪

光の里運動会

高齢者スポーツ犬舎

元気いヲ，，~，チビツ予と嚢jR

一戸

第20固豊寿園
レクリヱーション大会

空竺青空竺号青空号電君主主意宰理理若君莞主宰苧~-~問予空予聖書き宅建-:-_- -~. ...宰望号宍ミ

高
齢
者
の
健
康
保
持
と
ス
ポ

l

y
を
通
じ
て
交
流
を
図
る
た
め
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ

迎
合
会
、
い
き
い
き
学
園
が
共
催

で
、
第
幻
回
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
と
い
き
い
き
学
園
ス
ポ

ツ
交

流
会
が

6
月
幻
目
、
高
美
公
図
グ

ラ
ン
ド
で

3
3
0
名
余
り
が
参
加

し
開
保
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
各
地
区

内
高
齢
者
、
d
w
m
殻
保
育
所

・
幼
祁

図
的
幼
児
た
ち
と
コ
ン
ヒ
を
組
み

な
が
ら
の
各
種
競
技
、
ま
た
、
ふ

れ
あ
い
演
芸
会
に
は
踊
り
、
歌
主

• • 

国
民
年
金

Q
&
A

私
は
今
年
刊
歳
に
主
り

ま
す
。
国
民
年
金
手
帳
は

持
っ
て
い
ま
す
が
保
険
料

は
納
め
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
納
め

て
も
掛
け
捨
て
に
主
る
の
で
今
後
も
納
め

る
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q A 
す
の
で
、

し、。

O
掛
け
捨
て
に
な
ら

な
い
方
法
が
あ
り
ま

あ
き
ら
め
な
い
で
下
さ

7τと
月支社

7 議会
目、{空名古

園祉

長長千
き図ニι
〈生 うど
育 80 り
て名早
」、 てー守ニ
れ l実図

( 6 ) 

あ
い
の
輪
」
を
テ
!
?
に
第
引
回

大
運
動
会
が
光
の
里
グ
ラ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
日
赤
奉

仕
団
、
商
工
会
婦
人
部
な
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
力
を
得
て
趣
向
を
凝

ら
し
た
競
技
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

ま
た
、

父
母
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
も
参
加
し
、
交
流
を
深
め

楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ど
が
披
露
さ
れ
、
楽
し
い

1
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
型
車吋
図
、
同
盟
川

老
人

7
ラ
プ
が
共
催
し
7
月
6
目、

盟
舟
国
駐
車
場
で
第
初
四
位
寿
国

レ
ク
リ
ェ

l
ン
ョ
ン
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

小
雨
の
ま
じ
る
天
候
に
も
か
か

わ
ら
ず
入
所
者
、
家
族
、
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
な
ど

1
4

0
名
余
り
が

参
加
し
、
家
族
な
ど
の
介
助
の
も

と
各
種
の
競
技
が
行
わ
れ
、
な
ご

や
か
な
ふ
れ
あ
い
の
な
か
閉
会
し

ま
し
た
。

あ
な
た
は
、
こ
れ
か
ら

ω歳
ま
で
加
入

し
て
も
初
年
間
と
な
り
、
年
金
を
受
け
と

る
の
に
必
要
な
お
年
に

5
年
不
足
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、

ω歳
か
ら
釘
歳
に
な

る
ま
で
の
間
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
こ
れ
を
利
用
す
る
と
、
お
年

同
受
給
資
格
期
聞
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

し
た
が

っ
て

ω歳
か
ら
加
入
し
保
険
料

を
納
め
て
も
掛
け
捨
て
に
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
そ
の
聞
に
万

一
不
慮

の
事
故
に
あ

っ
た
場
合
に
は
、
障
害
基
礎

年
金
や
泣
族
基
礎
年
金
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

い
ま
か
ら
、
コ
ソ
コ
ツ
と
保
険
料
を

納
め
て
、
年
金
を
確
実
な
も
の
に
し
ま
し

ト命、勺
，，。

〕7
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L "llC:: l.Jえのロヨンが眠る
力二力シ岳町民登山

み

ん

町
観
光
協
会
で
は
カ
ニ
カ
ン
院
の

山
聞
き
を
7
月
7
目、

「
い
に
し
え

の
ロ
マ
ン
が
限
る
」
を
テ
!
?
に
、

町
民
登
山
を
兼
ね
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生

3
年
生
か
ら
均
歳
の
布
齢

者
ま
で
の
別
名
が
安
全
を
祈
願
し
、

9
8
1
m
内
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

ど
ん
よ
り
し
た
天
候
の
な
か
ト
ド
マ

ツ
や
ブ
ナ
林
を
抜
け
、
日
山
M
m
物
や

残
包
を
眺
め

3
時
間
ほ
ど
で
山
政
に

到
着
し
ま
し
た
。

頂
上
付
近
は
、
識
が
深
く
山
々
を

見
渡
す
玖
色
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
き
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、
楽

し
い
登
山
と
な
り
ま
し
た
。

カニカン岳
・登山コース :手IJ別川林道コース

・ 5万分の 1地形図/今金・大平山

・登山口カ、ら山頂まで距離約 4km 

・所要時間 登り約 2時間40分

・コースガイド

登山口までは、美利河より北へ利別

川本流沿いの林道を約10キロ行った所

にある。登山口から山mまでは、山頂
より来へ茶屋川と平行する尾根に、良

〈整備された登山道がある。登 りはじ

めは荒れた林道を少し行き、すぐに尾

根に取り付き急登でニ合目に迭する。

二合目から四合固まではプナ林のなだ

らかな尾線路を行く。四合目から七合

目までは、金鉱逃跡への分岐'"を通過

し、金鉱坑巡のある七合目に措く。七

合固から山mまでは展望的良い登りで
短い急登。'1，'i1"τhき箇所をiillり、南から
1ヒへ回り込んでハイマツのある頂に活

な

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス

修
学
旅
行
編

豊
田
小
六
年

北

直
短

初
め
に
見
学
し
た
場
所
は
、
小

得
水
族
館
で
し
た
。

そ
こ
で
は
、
ま
ず
色
々
な
魚
を

見
て
、
気
に
入
っ
た
魚
を
見
つ
け

れ
ば
、
す
か
さ
ず
カ
メ
ラ
の
シ

ャ
ッ

タ
ー
ボ
タ

ン
を
押
し
て
い
ま

し
た
。
そ
う
し
て
い
る
と
、
残
り

の
枚
数
が
あ
っ
と
言
う
聞
に
少
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
イ
ル

カ
と
ア
ザ
ラ
シ
の
シ
ョ
ー
が
終
わ

る
こ
ろ
に
は
、
す
で
に
、
残
り
は

一
枚
に
な

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

そ
の
一
枚
に
頭
を
悩
め
た
僕
は
、

外
の
慌
の
中
で
何
げ
な
く
、
」
ち
ら

を
向
い
て
い
た
ト
ド
の
メ
ス
に
使

い
ま
し
た
。

• • 
の
広

場

次
に
ト
ド
の

y
ョ
ー
が
始
ま
り
、

と
て
も
迫
力
の
あ
る
ン
ョ
ー
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、

し
び
れ
を
切
ら
し
た
僕
は
、
も
う

一
ム
ロ
カ
メ
ラ
を
質
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
少
し
、
ほ
っ
と
し
た
気
分

に
な
り
ま
し
た
。

次
に
円
山
動
物
図
を
見
学
し
ま

し
た
。

一
度
雨
が
降
り
ま
し
た
が

す
ぐ
に
止
み
ま
し
た
。

初
め
に
見
学
し
た
の
は
豹
で
し

た
。
中
で
も
且
…
豹
が
気
に
入
っ
た

早
速
、

の
で
、

艦
ご
し
に
写
真
を

倣
り
ま
し
た
。

次
に
熊
を
見
学
し
ま
し
た
。
県
そ
ん

熊
は
あ
ま
り
元
気
が
な
く
、

な
寸
熊
」
と
い
う
笑
感
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、

か
カ
メ
ラ
に
は
収
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、

白
熊
を
見
学
し
ま
し
た
。

白
熊
は
、

黒
熊
と
違
い
プ

l
ル
等

で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
白
熊

を
見
て
感
動
し
た
僕
は
、

ま
た
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
し

た
。
最
後
に
世
界
最
大
の
熊
で
す
。

僕
は
暴
れ
る
だ
ろ
、
っ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
む
し
ろ
そ
の
逆
で
白

熊
や
銀
熊
以
上
に
落
ち
靖
い
て
い

て
、
ま
る
で
縫
い
ぐ
る
み
の
よ
う

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
大
き
さ

に
圧
倒
さ
れ
て
、
考
、
え
る
ま
で
も

な
く
シ
ヤ

y
タ
ボ
タ
ン
を
押
し

ま
し
た
。
ま
さ
に
、
悔
い
な
し
で

し
た
。

そ
の
後
も
、
ン
ヤ

y
p
l
ボ
タ

ン
を
抑
し
続
け
、
楽
し
い
修
学
旅

行
に
な
り
ま
し
た
。

な

ぜ

嘗察官採用試験

のお知§ぜ

9月16日明)

役
場
庁
舎
内
の

総
合
窓
口
新
霞

7
月
か
ら
役
場
内
の
総
合
窓
口

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

来
庁
の
際
、
ど
こ
の
係
に
申
筒
・

相
談
な
ど
話
し
た
ら
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
場
合
、
総
合
窓
口
で
お

気
軽
に
お
話
し
下
さ
い
。

-受付

7月15日開)-8月20日伏)

・試験日程
第 1次試験
※詳細11

北楠山警察署I'i4 -6110 

光
の
里
リ
サ
イ
ク
ル

ハ
ウ
ス

1
 
8
 
〔

光
町
里
学
園
で
は
、
月

2
固
め

市
街
地
内
指
定
さ
れ
て
い
る
ゴ
ミ

ス
テ

l
y
ョ
ン
で
古
雑
誌
、
古
新

問
、
ア
ル
ミ
缶
な
ど
回
収
事
業
を

行
い
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
方
商
か
ら
の
協
力
を

得
て
就
労
自
立
へ
の
と
り
く
み
の

場所はここです、人
間
ド

y
ク
を
大
い
に
活
用
し

• • 
一
環
と
し
て
寸
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ

ス
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

。
現
地
受
入

午
前

8
時

1
午
後

5
時
ま
で

口
受
け
入
れ
品
目

古
新
聞
、
古
雑
誌
、
ビ
ー
ル
ピ

ン
、
一
升
瓶
、
ア
ル
ミ
缶
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
な
ど
。

北桧山→

国
代
橋

JII 

匡豆E

←種

て
成
人
病
予
防
チ
エ

y
ク
を
し
ま

し
ょ
、
っ
。

官
対
象
者
満
初
歳
以
上
の
今
金

町
国
民
健
康
保
険
加
入
者

ムH
受
診
料

1
万
5
千
問
(
悩
人

負
担
分
)

官
受
診
病
院
今
金
町
国
保
病
院

官
申
込
先
保
健
稿
祉
課

(
8
2
1
0
1
1
1
)
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育

)

?
一
勝
同
ド

教

V
竺
目
ロ
国

凶
川
村
〕
包
同
困

t
t

c

函
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が

町

の
歴
史
や
自
然

・
文
化

を

大

切

に

し

家

庭

や

学

校
、

地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、

自

ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

団
育
成
会
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、

今
金
町
文
化
協
会
文
化
少
年

小
学
生

i
中
学
生
を
対
象
に
標
記

の
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ジュニア・チャレンジ文化教室に参加を

こ
の
教
室
は
学
校
が
週

休
と
な
る
第
2

第

4
土

曜
日
や
夏
休
み

-
冬
休
み

期
間
中
の
日
中
を
利
用
し

地
域
の
自
然
や
特
色
を
生

か
し
な
が
ら
子
供
達
に
様

々
な
文
化
活
動
を
体
験
し

て
も
ら
い

自
ら
創
り
出

す
こ
と
の
大
切
さ
や
仲
間

づ
く
り
を
目
的
に
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

指
導
は
文
化
協
会
加
盟

団
体
が
日
頃
学
ん
だ
成
果

を
生
か
し
て
行
い
ま
す
。

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム

(近
日
予

定
中
の
も
の
)
〉

①
カ
ラ
オ
ケ
の
楽
し
さ
を
味
わ
お

う
i
カ
ラ
オ
ケ
教
室

(
8
月
)

指
導

カ
ナ
リ
ヤ
会

②
手
作
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
お
う

ー
初
歩
の
陶
芸

(
8
月
6
日
i
)

指
導

陶
芸
同
好
会

③
名
画
に
親
し
も
う
1
芸
術
鑑
賞

パ
ス
ソ
ア
ー

(
8
月
M
日
)

指
導

北

陽

画

会

④
自
然
を
生
か
し
た
作
品
に
挑
戦

ー
押
し
花
教
室

(
8
月
M
日
)

十旨
導

お
し
ば
な
の
会

⑤
太
古
の
ロ

7

ン
が
い
っ
ぱ
い

1

今
金
歴
史
探
訪

(
9
月
U
日
)

指
導

美
利
河
海
牛
化
石

調
査
研
究
会

⑥
将
棋
遊
び
の
い
ろ
い
ろ

1
将
棋• • 

本
町
で
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介

今
回
は
す
で
に
、

P
T
A
の
レ

ク
リ
エ
シ
ョ
ン
、
ま
た
小
学
校

の
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
も
行
わ
れ

て
い
る
寸
ユ
ニ
ホ
ソ
ク
」
(
ミ
ニ

ホ
ッ
ケ
ー
)
を
こ
紹
介
し
ま
す
。

「ユ

一一ホ

ソ
ク
L

は
ス
ウ
ェ

ー

デ
ン
で
開
発
さ
れ
た
イ
ン
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
ゲ
ー
ム
の
内
容
は

ア
イ
ス
ホ
ソ
ケ
ー
を
イ
メ
ジ
し

て
い
た
だ
く
と
お
わ
か
り
か
と
思

い
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ス

テ
ィ

y
ク
と
ボ

l
ル
を
使
用
し
1

四
年
目
を
迎
え
た
「
体

験
股
図
L

に
、
初
め
か

ら
毎
年
参
加
し
て
い
る

か
石
井
雅
直
(
桜
子
-

位
直

-
宏
亜
)
フ
ァ
ミ

リ
を
紹
介
し
ま
す
。

O
参
加
の
動
機
は
、
作

物
の
成
長
を
通
し
て
土

に
触
れ
、
大
地
の
暖
か

さ
と
恵
み
を
肌
で
感
じ

て
ほ
し
か
っ
た
こ
と
。

o
作
業
を
通
じ
て
感
じ

た
こ
と
、

~士と仲良し家族~

植
え
つ
け
か
ら
手
入

チ
ー
ム

6
人

制

の

チ

ム

ゲ

ム

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ー
ト
は

フ
ェ
ン
ス
で
固
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
ゲ

l
ム
の
中
断
が
少
な
く
非
常

に
活
動
誌
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ル
ー
ル
に
つ
い
て
も
さ
ほ
ど
雌
し

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
手
軽

に
は
じ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

用
具
に
つ
い
て
は
、

一
式
総
合

体
育
館
に
あ
り
ま
す
の
で
、
職
場

・
仲
間
同
士
の
レ
ク
リ
エ
|
ン
ョ
ン

と
し
て
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

れ
、
収
穫
に
至
る
ま
で
、
普
段
何

げ
な
く
食
べ
て
い
る
作
物
が
大
変

手
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
。

O
継
続
し
て
参
加
の
理
由
は
、

野
菜
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
過

程
を
観
察
し
な
が
ら
、
収
穫
し
た

て
の
新
鮮
な
味
覚
が
わ
す
れ
ら
れ

な
い
こ
と
。

更
に
総
合
文
化
祭
へ
の
参
加
や

「
お
出
か
け
学
習
L

で
他
町
村
内

作
物

・
果
実
等
の
成
長
の
様
子
も

観
察
で
き
、
広
く
学
習
の
機
会
が

得
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、

二

三

四

八

八

地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー
の
日
程
変
更

。
第

4
回
セ
ミ
ナ

8
月
4
日

↓

8
月
7
日
へ

。
第

6
回
セ
ミ
ナ
ー

叩
月

6
日
↓
日
月
幻
日
へ

D
第
8
回
セ
ミ
ナ
ー

ロ
月
1
日

↓

ロ
月
呂
田
へ

そ
れ
ぞ
れ
変
更
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、

8
月
刊
日
頃
か
ら

U
月

上
旬
ま
で
、
北
海
道
教
育
大
学
の

学
生
が
卒
業
論
文
の
た
め
地
質
調

査
に
来
町
、
八
束
か
ら
北
桧
山
町

雲
内
ま
で
の
利
別
川
南
岸
地
域
を

歩
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

教
室
(
期
日
末
定
)

指
導
将
棋
愛
好
会

そ
の
都
度
、
募
集
を
い
た
し
ま

す
の
で
た
く
さ
ん
の
子
供
達
町
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(
お
問
い
合
わ
せ

・
詳
細
は
社
会

教
育
係
ま
で

8
2
3
4
8
8
)

文

化

財

探

訪

④

百
万
年
前
向
地
層

(
瀬
棚
層
)

か
ら
町
民
的
手
で
ロ
年
前
、
発
掘

さ
れ
た
ピ
リ
カ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
(
海

に
住
む
草
食
性
動
物
)
の
化
石
が

美
利
河
海
牛
化
石
調
査
研
究
会
と

教
育
委
員
会
的
手
で
復
元
さ
れ
、

本
年
3
月
町
文
化
財
の
指
定
も
受

け
ま
し
た
。

左
の
写
真
は
復
元
さ
れ
た
頭
が

い
骨
の
右
向
き
で
、
上
半
分
の
黒

い
部
分
が
粘
土
で
復
元
し
た
頭
骨

の
部
分
で
、
下
半
分
の
向
い
部
分

が
下
あ
ご
で
発
泡
ス
チ
ロ
ル
で

復
元
し
ま
し
た
。• • 

〕O
 
1
 
〔

=生涯学習豆知識=

家
庭
教
育
の
あ
り
方

ー
先
月
号
よ
り
続
く
、

。
学
習
に
よ
っ
て
得
た
も
の
を
自

分
な
り
に
消
化
し
、

自
分
で
判

断
し
行
動
で
き
る
力
を
つ
け
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

O
自
分
で
必
要
を
感
じ
た
時
に
、

自
ら
学
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き

る
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し

ト
4F

、「ノ。

。
知
識
や
技
能
だ
け
で
な
く
興
味

意
欲
、
意
志
な
ど
の
感

関
dし、
情
に
関
わ
る
も
の
を
含
め
た
総

合
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
た
め
、

必
要
な
体
験
や
学
習

を
積
み
重
ね
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ω子
供
の
社
会
参
加
の
方
法
は
、

O
社
会
参
加
は
、

く
の
教
育
施
設
を
利
用
し
よ
う
。

親
子
一
緒
に
近

0
子
供
が
小
さ
い
う
ち
は
、

親
も

一
緒
に
参
加
し
よ
う
。

今金野球スポーツ少年団2
年
連
続
全
道
大
会
へ
出
場

/

去
る
6
月
辺

1
お
目
、
厚
沢
部

町
で
開
催
さ
れ
た
第

U
回
桧
山
大

会

・
第
V
H

回
ホ
ク
レ
ン
旗
争
奪
大

会

・
第
げ
回
ス
タ
ル
ヒ
ン
杯
争
奪

野
球
大
会
で
、
3
試
合
全
て
に
攻

守
の
冴
え
を
み
せ
、
決
勝
で
は
強

豪
石
崎
ヤ
ン
チ
ャ
ズ
を
6
対
3

で
羽
ち
破
り
昨
年
に
引
き
続
き
、

見
事
7
月
初
日
か
ら
の
全
道
大
会

へ
の
キ
ソ
プ
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

全
道
大
会
で
の
善
戦
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

〈

8

月
V

7
1
9
日

・
ド
リ
ム
ソ
ア
|

刈

i
n
日

・
石
器
づ
く
り
セ
ミ
ナ

ー

・
ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ

目
ピ

リ
カ
遺
跡
・
美
小
前
広
場

.
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

合
宿
・
講
習
会
(
総
体
)

日
日

・
ふ
る
さ
と
産
業
体
験
講
座

行
日

・
農
協
年
金
友
の
会
ゲ

l
卜

ボ
ー
ル
大
会
(
高
美
公
園
)

雨
天
総
体

刊
は

j
シ

日

・
第
同
回
国
際
交
流
の

集
い
(
留
学
生
5
名
受
入
)

釘
日

・
第
辺
国
管
内
小
中
学
生
水

泳
大
会

(
江
差
)

・
管
内

P
T
A
連
合
研
究
大

会
(
厚
沢
部
)

幻
自

・
桧
山
北
部
農
協
年
金
友
の

会
ゲ
ー
ト
ポ

l
ル
大
会

畳

付

午

後

2
時
s

式

典

午

桂

2
時
四
分
1

記
念
講
出
午
後
3
時
日
分
;

「
叩
歳
の
み
な
さ
ん
へ
贈
る
こ
と

ば

l
美
し
く
輝
く
た
め
に
L

講
師
美
容
サ
ロ
ン

(札
眺
市
)

庖
長
内
ヶ
島
弘
艶
氏

「
叩
代
よ
さ
ょ
っ
な
ら
剖
蔵
の
J

れ
あ
い
広
場
」

ー
軽
食
と
交
流
の
つ
ど
い

午
後
4
時
叩
分
i

対

象

昭

和

日

年

4
月
2
日
i

昭
和
国
年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方

今
年
度
、
附
れ
て
大
人
の
仲
間
入

り
を
来
た
す
新
成
人
を
金
町
民
こ
ぞ

っ
て
激
励
祝
福
し
ま
し
ょ
う
。

く今金町成人祭のお知らせ〉

〕-1
 
〔



平
成

9
年
度
町
村
職
員

の
採
用
試
験
に
つ
い
て

平
成
9
年
度
町
村
職
只
採
用
試

験
は
、
次
め
と
お
り
で
す
。

ロUヨロ

1
、
受
付
期
間
平
成
8
年
8
月

日
日
附
i
羽
田
幽

2
、
試
験平
成

8
年

9
月

n日
側

3
、
採
用
予
定
(
今
金
町
)

上
級
1
名
、
初
級
1
名

探
受
付
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
総
務
係
ま
で

宮

日

2
1
0
1
1
1
 

行
方
不
明
者
相
談
所
の

開

設

北
海
道
警
察
で
は
、

寸
行
方
不
明
者
等
捜
査
強
化
期
間
」

と
定
め
、
身
元
の
判
ら
な
い
ま
ま

葬
ら
れ
て
い
る
人
的
身
元
を
明
ら

か
に
し
、
行
方
不
明
と
な

っ
て
い

る
人
の
居
所
を
抽
出
す
た
め

「行
方

不
明
者
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

戸
い

函
館
中
央
笹
察
署

9
月

ω
・
日
日

函
館
市
五
稜
郭
町
時
番

5
号

。横診を受けて明るい健康づくり

8月みんなの健

9
月
に

江
差
笹
察
署

9
月
ロ
日

江
差
町
字
上
野
町
鈎
番
地

抽
出
し
て
ほ
し
い
人
的
特
徴
と

な
る
、
傷

・
手
術
痕

・
ほ
く
ろ

あ
ざ
な
ど
の
ほ
か
、
家
出
当
時

の
服
装

・
所
持
品
、
写
真
等
、

で
き
る
だ
け
詳
し
く
例
べ
て
お

い
で
下
さ
い
。

謀
関
係
者
側
人
の
名
誉
と
秘
宮

は
、
厳
重
に
守
り
ま
す
の
で
安

心
し
て
相
談
下
さ
い
。

ま
た
、
来
所
で
き
な
い
場
合
は
、

最
寄
り
の
警
察
ま
で
相
談
下
さ
い
。

台
北
品
開
山
警
察
者

8

4
1
6
1
1
0
 

今
金
交
番

8
 

。O 
台

2
1
l
ハU
A
宅
内

J
R
d

献
血
の
お
知
ら
せ

8
月
日
日

ωは
献
血
の
日
で
す
。

綴
血
の
前
に
は
必
ず
医
師
が
診
察

い
た
し
ま
す
。

み
な
き
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

O 

ーし一回ロ

宜
湯
山刊

4
1
1
 

8. 1. 10 

良子
協|
横オ

，、 14 13 I 
保今
健 30 00金
福 応
祉 16 14前
課
、~ 40 10 

8
月
1
日
1
8
月
別
日

民

謀

〉

，、
町

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の

方
守
へ
通
貨
・
証
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外
地
的
集
結
地
に
お
い
て
総

領
事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証

券
な
ど
の
う
ち
、
日
本
に
送
り

返
さ
れ
た
も
の

h
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返
還
の
申
し
出
は
、

ご
本
人

ば
か
り
で
な
く
、
ご
家
族
的
方

で
も
結
構
で
す
。

お
心
当
た
り
の
方
は
、
上
陵

地
を
所
轄
す
る
税
関
ま
た
は
最

寄
り
の
税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
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〈
函
館
税
関
獄
祝
都
〉

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
歯

舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び

択
捉
ぬ
の
北
方
四
円
四
の
早
期
返
還

の
笑
現
は
、
町
民
は
も
と
よ
り
国

民
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で
す
。

。

甘

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
次
的
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。

O

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
港

の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ

た
通
貨

・
証
券
な
ど

" 日 対象省 実純白 " r.~ 対血地区 実施会場 備 考 お姐らせ

般住民関係 4予防"橿'
.3縄出合予防樋縄
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陛雌糊語{血"劃定・臨検査】 8 JI21日~
セシテー

9 JI 3日
一 艦 船語 ~ {主 民"日 (/1)110: 00-12:随全地区老人福祉 健康開館{血圧訓定原検査〉 世間医院・官出医院

セシター

老人福祉
8 JI21 U-

ー 障 制臨 ~ ft R 119日0])110:00-12:00 全地 区 髄庫相融{血圧倒定・ 原検査} 91110日
センター

老人福祉
団保嗣院
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結核はむかしの病気?

• • 

av
増
え
て
い
る
結
核

か
つ
て

「国
民
病
」
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
、
患

者
、
死
亡
者
数
と
も
多
か

っ
た
結
核
。
毎
年
十

数
万
人
も
の
命
が
奪
わ
れ
、
死
亡
原
図
的
1
位

を
占
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
図
を
挙
げ
て

の
結
核
予
防
、
治
療
な
ど
の
結
核
対
策
が
功
を

奏
し
、

ω年
の
間
に
結
核
は
急
速
に
減
少
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
伝
染
病
の
ト
y
プ
で
、

死
亡
者
数
も
こ
こ
数
年
は

3
5
0
0
人
前
後
、

新
登
録
忠
者
も
年
約

5
万
人
で
、
現
在
治
療
中

内
忠
者
は

9
万
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。
今
金
町
で

も
7
年
度
の
登
録
忠
者
は
初
代
1
名

印

代

2

名
門

3
名
が
い
ま
す
。
う
ち

一
人
は
住
民
検
診

で
発
見
き
れ
て
い
ま
す
。

-
結
核
の
症
状

結
核
は
発
病
す
る
と
、
か
ぜ
の
よ
う
な
症
状

(
せ
き
や
た
ん
が
お
さ
ま
ら
な
い

、発
熱
す
る
、

だ
る
い
、
や
せ
て
く
る
)
が
で
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
症
状
が

1
1
2
週
間
続
き
、
い

っ
た
ん
よ

く
な

っ
た
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
す

る
と
、
再
び
同
じ
よ
う
な
症
状
が
繰
り
返
さ
れ

ま
す
。
2
迎
聞
も
せ
き
が
続
く
と
袈
注
芯
で
、

1
ヵ
月
以
上
せ
き
が
続
く
人
は
、
お
人
に

1
人

的
割
合
で
結
核
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

-
結
核
は
う
つ
り
ま
す

結
核
的
人
が
み
ん
な
菌
を
出
し
て
い
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
(
耕
凶
)
、
結
核
感
染
の
ほ

と
ん
ど
は
、
結
舷
閣
を
拘

っ
て
い
る
人
が
、
せ

き
ゃ
く
し
ゃ
み
を
し
た
と
き
に
飛
び
散
る
し
ぶ

き
の
中
の
結
核
菌
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ

っ
て

起
こ
り
ま
す
。
(
飛
沫
感
染
)

@
中
高
年
に
多
い
結
核

背
は
結
緩
忠
者
向

4
制
が
鈎
歳
未
満
で
し
た

が
、
現
在
で
は

8
制
以
上
が

ω歳
以
上
、

4
制

以
上
が
印
歳
以
上
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
中

高
年
で
結
核
を
発
病
す
る
人
は
、
そ
の
大
部
分

が
既
感
染
発
病
で
す
。

m
l
m代
の
若
い
頃
に

結
核
閣
に
感
染
し
、
そ
れ
が
長
い
間
体
内
で
形

を
変
え
て
限

っ
て

い
て
、

ω
l
m山
放
に
な
っ
て

体
力
や
、
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
が
落
ち
、

突

然
目
を
覚
ま
し
活
動
し
始
め
ま
す
。

-
結
核
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

胸
部
X
線
検
査
は
結
核
の
早
期
発
見
に
極
め

て
有
効
で
、
同
時
に
早
期
肺
が
ん
を
見
つ
け
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
昨
年
も
検
診
で
結
核
2
名
、

肺
が
ん

l
名
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
検
診
で
要
精
密
検
査
と
い
わ
れ
た
ら
、

必
ず
病
院
で
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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o@o今や 住民の動態 令や令
6月末現在

B月の体目当番匡

(iiIj fJ対比)

3) 

(ム 3)

6) 

(ム 1) 

合④5321(北槍山)北崎山町国保病院4日
7，327人

3，529人

3，798人

2，579i!t;m: 

人 口

男

女

世帯数

~@0324 金)(今院医回-~ 
(:oc.¥ 11日

まま②0221金)(今今金町国保病院18日

IQIおたんじようおめでとう

谷崎太一¥ 6月13日(保秘者情司)栄 11/]'

垣本 斧晴れ 6月17日(保識者幸治)末広IIf[
Z丹市i 結衣、 6月22日(保護者孝志)IIIH口町

線川 誌住''';'6月28日(イ忠誠者 等)トマンケン
J1o'(回 航 '<-~. 7月 5日(保町望者 Wi-)英勅可三陸

立花屯基、 7月 3日 (保護者弘樹);J)(詞
0・令'.:!'

総再Ii 夕凪'な 7月4日 (保護者 i重 )商工団地

宮④5011(北柏山)道南ロイヤノレ病院25日

固いつまでもおしあわせに

%伊藤規久志さん(中 里 ) ~笹井 陛子(Jニ凶代)

u山田 哲也、ん(春日井 ) ~五十嵐ゆかり(末広町 )

%佐渡 宏江(南栄町 ) ~渡部民子(大和町 )

」ニ布nf.i1! 
日の出町

末 17:IIIT 

旭町

南町

東町

80歳

68日見

63歳

65品見

83歳

68議

圏おくやみもうしあげます

鎌田徳右ヱ門 '~ 6月27目

的水英也子!'"， 6月30日

九石揃tf-i~I.， 7月 7日

由浅 秀夫へん 7月11日

消ノk 義郎、ん 7月16日

間畑 "1主生江 7月16日

7月17日受付分まで記峨

-町

{
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…一川…仙川
相州
中川

事

業

…

の

角
川
沿
冷
m
m
M………m

m…間続泌総……一……一

月一
2
E更
す
九九円…………

個
人
事
業
税
は
、
道
内
に
事
務
が

l
万
円
以
下
の
場
合
は
、

8
月

所
や
事
業
所
を
設
け
て
、
事
業
を
の
納
期
に
全
額
納
め
て
い
た
だ
き

行
っ
て
い
る
個
人
の
方
に
、
そ
の
ま
す
。

事
業
の
所
得
を
基
礎
と
し
て
謀
税

さ
れ
る
道
税
で
す
。

〈
納
め
る
時
期
〉

支
所
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通

知
性
に
よ
り
、

8
月

(第
1
期
)

と
日
月

(第

2
期
)
の
2
固
に
分

け
て
各
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
た
だ
、
年
税
頒• 

平
成

8
年
度
の
納
期
限
に
つ
い

て
は
、
第

1
期
が

9
月
2
目
、
第

2
期
が
ロ
月
2
日
で
す
。
納
期
内

納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
税
に
は
使
利
で
硲
実

な
口
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

諸
詳

細

怜

山
支
庁
税
務
牒
ま
で

8
0
1
3
9
5
1
2
1
1
0
1
0
 

巡
回
介
護
劇

「
女
は
つ
ら
い
よ
」

い
き
い
き
学
園
で
は

6
月
巡
回

講
座
が
、
各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ

と
高
齢
者
を
対
象
に
町
内

5
ヵ
所

で
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
開
基

1
0
0
年
記
念
事
業
、
社
会
教
育

中
期
計
画
、
町
内
内
銘
石
内
生
い

立
ち
な
ど
の
学
習
会
と
介
磁
に
つ

い
て
の
巡
回
介
越
劇
を
笑
施
し
ま

し
た
。

こ
の
刷
は
、
保
健
婦
を
は
じ
め

と
す
る
ス
タ

y
7
で
桃
成
さ
れ
第

一
本
で
は
、
退
院
す
る
方
向
日
叩

生
活
用
具
に
つ
い
て
、
保
健
婦
よ

り
ベ

ッ
ト
、
車
精
子
や
ポ
ー
タ
ブ

ル
ト
イ
レ
な
ど
が
給
付
さ
れ
る
制

度
、
ま
た
、
第

2
判
事
で
は
、
介
協

を
必
要
と
す
る
方
を

一
時
的
に
預

か
っ
て
も
ら
え
る
ン
ョ

l
ト
ス
テ

イ
制
度
な
ど
劇
を
交
え
た
な
か
で

保
健
婦
が
説
明
を
し
ま
し
た
。

生
き
が
い
の
あ
る
社
会
づ
〈
り

の
た
め
粂
件
強
制
や
学
習
会
的
提

供
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。
高

齢
者
が
心
型
に
充
実
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
幅
広
い

発
行
/
北

海

道

室

町

役

場

仇

②

0
1
1番

分
野
と
学
習
機
会
を
提
供
し
活
動

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
問
月
に
は
、
基
制
締
前
、

ふ
れ
あ
い
椀
芸
会
な
ど
が
学
習
税

制
聞
に
沿

っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
一
ア
イ
町
署

〕a匂1
 
〔

台
以
什
ω

っ
ち
し，
ょ

1

1

1
、

，. 

サ
マ
E
ジ
ャ
ン
ボ
宝
〈
じ
の
発
売

(
別
称
市
町
村
銀
興
宝
〈
し
)

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。

。

発
売
期
間

平
成

8
年
8
月
初
日

1

9
月
6
目

。

発
売
方
法

全
国
の
宝
く
じ
先
場

(予
約
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
)

*
賞

金

1

等

6
0
0
0
方
向

l
等

前

後

賞

各

3
5
0
0
万
問

特
別
賞
(ラ
y
キ
l
レ
ジ
ャ
ー
筑
)

1
0

0
万
円

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
臆
係


